
1 は お決まりパターンを習得しよう
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（2 分子が受ける力積とX面が受ける力積は

同じ大きさで向きが逆となる。（作用反作用の法則）
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進むので、ぶつかる回数は畜↔選でで| | 2 ［町を"-_-11

（4 1回の衝突あたりの力積は2mひいxで、
t[S］間でみくすし回りぶつかるので

2mひ ix・ びしのこいない
（5 （4）の力積の全分子の和をとると、

でƩ"が、t =
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"ひi x ̅※分子によってひ

とかすちまな｡ ､ の一で一芸もがなNとはできない｡ そこで､
Ʃ記号で和とりたい_という_こと_だけ示、、て、いる、Ʃを解けるわけではない。
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Ʃ 4-1金分子）÷Nなのでひの平均を意味する。｢？いのひと
です｡ これをひでとしている。
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変形⇒※ne =N・ひで
これを（5）の式に代入して

MEでƩひ
ど

=がしT'ババ一一川が

※ととがると純に全分子
の力積は単純なN倍と
ししてよ
いのでmtwt・N⇒ともしにいか

（7 力と力積の関係は
（力積）=（かメ時

いいが1.なら
よって、「1秒あたりの力積」と鬱はで大きさとなる。

（6）の力積の式の七に1を代入して

T N U x ̅
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（8) p=ちより

にもとで = T E
ここで l ³=V、 ひで=ちびより
p=が

I mw̅を作るように変形して

p= 3・ I mn
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